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知 識 情 報 研 究 所 年 報 挨 拶
理事長 菅 野 敏 雄
知 識情 報研 究 所 が設 立 一周 年 を迎 えた こ とは 、ま こ とに喜 び に堪 え ませ ん 。
今 、わ が国 産業 祉 会 は 、大 きな転 換 を とげ つつ あ ります 。国際 化 、情 報 化 、価 値の
多 様 化 な ど と表 現 され る新 た な社 会 が育 ち 、経 済成 長 をひ たす ち追 求 した時 代 は過 去
の もの とな りま した 。科 学技 術 の革 新 的 な発 達 が 、この社 会転 換 を もた ち し、 さらに
新 た な未 来 を切 り拓 きつ つあ ります0
この時 にあた り大学 も思 い き った改 革 な しには 、科 学 技術 の 次の 世 代へ の 継承 と い
う任 務 を果 たす こ とは で き ませ ん 。
神 奈 川大 学 が 、湘 南 平塚 新 校 地 に理学 部 、経 営学 部新 設 を意 図 した の も、この こ と
の 自覚 に もとつ いて い ます 。そ して 、その 第 一着 手 が 、知 識情 報 研究 所 の 設立 で あ り
ま した 。
新 設予 定 の理 学 部 は 、惰 報科 学 、化 学 、応用 生物 科 学 の三 学 科か らな り、現 代科 学
技 術の 中核 をなす 諸分 野 の教 育 研究 を 目的 と します 。 ここで は 、現 代 の科 学 技術 の あ
り方 に応 じて 、基 礎 と応 用 、研究 と開発 さ らには 研究 と教育 の 一体 化 な ど 、新 た な 方
式 が採 用 され ね ば な りませ ん 。知 識情 報 研究 所 の 当面 の 目標 は 、この よ うな 新 理学 部
の 教 育 研 究 の 内 容 を 準 備 す る こ とで あ り ま した 。 設 立 後 一 年 を 経 た い ま 、それ が
フ ォー ラムや 教 科書 編 纂事 業 等 々の 実施 を通 して 着 実 に成 果 をあげ て い るの をみ る と
き 、あ らため て 、藤原 所 長 は じめ 所 員の 皆 様の ご努 力 に感 謝 した い と思 い ます 。
知識 情 報研 究 所 の活 動 を基 礎 に して 、活 力に溝 ちた 理学 部 が 誕生 し、既 設 の工 学 部
との 活 発な 交流 ・連 携 とあ い ま って 、神 奈 川大 学 にお け る科学 技 術 の教 育 研究 が 飛 躍
的 な 発展 を とげ る こ とを願 ってや み ませ ん 。
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